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港
区
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
新
旧
対
照
表 

改 
 

正 
 

案 

現 
 

 
 

 

行 

 
 

（
前
略
） 

（
前
略
） 

 
 

別
表
第
一
（
第
二
条
関
係
） 

別
表
第
一
（
第
二
条
関
係
） 

名 
 
 

 
 

称 

区 
 
 

 
 

域 

臨
海
副
都
心
台
場
地 

区
地
区
整
備
計
画
～ 

六
本
木
五
丁
目
西
地 

区
地
区
整
備
計
画 

 

（
略
） 

環
状
第
四
号
線
沿
道 

高
輪
地
区
地
区
整
備 

計
画 

都
市
計
画
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り 

告
示
さ
れ
た
環
状
第
四
号
線
沿
道
高
輪
地
区
地 

区
計
画
（
令
和
六
年
港
区
告
示
第
三
百
七
十
一 

号
）
の
う
ち
、
地
区
整
備
計
画
が
定
め
ら
れ
た 

区
域 

 

名 
 
 

 
 

称 

区 
 
 

 
 

域 

臨
海
副
都
心
台
場
地 

区
地
区
整
備
計
画
～ 

六
本
木
五
丁
目
西
地 

区
地
区
整
備
計
画 

 

（
略
） 

 

 
 

別
表
第
二 

（
別
紙
の
と
お
り
） 

別
表
第
二 

（
別
紙
の
と
お
り
） 

 
 

 
 

 

付 

則 
 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 
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資料①



別
表
第
二 

改 

正 

案 

 

別
表
第
二
（
第
三
条
―
第
十
三
条
の
二
関
係
） 

地

区

整

備

計

画

の

名

称

の 

計

画

地

区 

イ 

ロ 

ハ 

ニ 

ホ 

ヘ 

ト 

チ 

リ 

ヌ 

ル 

建
築
し
て
は
な
ら
な
い
建
築
物 

建
築
物 

の
容
積 

率
の
最 

高
限
度 

建
築
物 

の
容
積 

率
の
最 

低
限
度 

建
築
物 

の
建
ぺ 

い
率
の 

最
高
限 

度 

建
築 

物
の 

敷
地 

面
積 

の
最 

低
限 

度 

壁
面
の
位
置 

建
築
物
の
高 

さ
の
最
高
限 

度 

建
築 

物
の 

高
さ 

の
最 

低
限 

度 

建
築 

物
の 

形
態 

又
は 

意
匠 

の
制 

限 

か
き 

又
は 

さ
く 

の
構 

造
の 

制
限 

建
築 

物
の 

建
築 

の
限 

界 

 

臨

海

副

都

心

台

場

地

区

地

区

整

備

計

画

～

六

本

木

五

丁

目

西

地

区

地

区

整

備

計

画 
 

 

（
略
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

環

状

第

四

号

線

沿

道

高

輪

地

区

地

区

整

備

計

画 
         

 

イ

―

一 

地

区

あ 

 

風
営
法
第
二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
風
俗
営 

業
及
び
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
性
風
俗
関
連 

特
殊
営
業
の
い
ず
れ
か
の
用
に
供
す
る
建
築
物 

 
 

 
 

六
十 

平
方 

メ
ー 

ト
ル
。

た
だ 

し
、 

土
地 

区
画 

整
理 

事
業 

に
よ 

り
換 

地
処 

分
又 

は
仮 

 

 

計
画
図
に
示
す 

壁
面
の
位
置
の 

数
値
。
た
だ
し
、

屋
根
、
ひ
さ
し 

そ
の
他
こ
れ
ら 

に
類
す
る
も
の 

を
除
く
。 
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換
地 

の
指 

定
を 

受
け 

た
土 

地
に 

つ
い 

て
、 

所
有 

権
そ 

の
他 

の
権 

利
に 

基
づ 

き
そ 

の
全 

部
を 

一
の 

敷
地 

で
利 

用
す 

る
場 

合
を 

除
く
。 

 
 

イ

―

二 

地

区

あ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ロ

地

区 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ハ

―

一 

地

区

あ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ハ

―

二 

地

区

あ 
 

 
 

 
 

百
平 

方
メ 

ー
ト 

ル
。 

た
だ 

し
、 

土
地 

 

計
画
図
に
示
す 

壁
面
の
位
置
の 

数
値
。
た
だ
し
、

屋
根
、
ひ
さ
し 

そ
の
他
こ
れ
ら 

に
類
す
る
も
の
、

歩
行
者
の
安
全 
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区
画 

整
理 

事
業 

に
よ 

り
換 

地
処 

分
又 

は
仮 

換
地 

の
指 

定
を 

受
け 

た
土 

地
に 

つ
い 

て
、 

所
有 

権
そ 

の
他 

の
権 

利
に 

基
づ 

き
そ 

の
全 

部
を 

一
の 

敷
地 

で
利 

用
す 

る
場 

合
を 

除
く
。 

 

 

性
及
び
利
便
性 

を
高
め
る
た
め 

に
設
け
る
も
の 

で
、
環
状
第
四 

号
線
に
接
続
す 

る
歩
行
者
デ
ッ 

キ
及
び
こ
れ
に 

設
置
さ
れ
る
屋 

根
、
柱
、
壁
そ 

の
他
こ
れ
ら
に 

類
す
る
も
の
並 

び
に
歩
行
者
の 

利
便
性
及
び
バ 

リ
ア
フ
リ
ー
に 

配
慮
し
、
安
全 

性
及
び
快
適
性 

を
高
め
る
た
め 

に
設
け
る
も
の 

で
、
環
状
第
四 

号
線
に
接
続
す 

る
エ
レ
ベ
ー
タ 

ー
及
び
こ
れ
に 

設
置
さ
れ
る
屋 

根
、
柱
、
壁
そ 

の
他
こ
れ
ら
に 

類
す
る
も
の
を 

除
く
。 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ハ

―

三 

地

区

あ 

 
 

 
 

 
 

 
 

備
考 

（
略
） 
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別
表
第
二 

現 
 

行 

 

別
表
第
二
（
第
三
条
―
第
十
三
条
の
二
関
係
） 

地

区

整

備

計

画

の

名

称

の 

計

画

地

区 

イ 

ロ 

ハ 

ニ 

ホ 

ヘ 

ト 

チ 

リ 

ヌ 

ル 

建
築
し
て
は
な
ら
な
い
建
築
物 

建
築
物 

の
容
積 

率
の
最 

高
限
度 

建
築
物 

の
容
積 

率
の
最 

低
限
度 

建
築
物 

の
建
ぺ 

い
率
の 

最
高
限 

度 

建
築 

物
の 

敷
地 

面
積 

の
最 

低
限 

度 

壁
面
の
位
置 

建
築
物
の
高 

さ
の
最
高
限 

度 

建
築 

物
の 

高
さ 

の
最 

低
限 

度 

建
築 

物
の 

形
態 

又
は 

意
匠 

の
制 

限 

か
き 

又
は 

さ
く 

の
構 

造
の 

制
限 

建
築 

物
の 

建
築 

の
限 

界 

 

臨

海

副

都

心

台

場

地

区

地

区

整

備

計

画

～

六

本

木

五

丁

目

西

地

区

地

区

整

備

計

画 
 

 

（
略
） 

備
考 

（
略
） 
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資料②



 

 
 

東京都市計画地区計画の決定（港区決定） 

都市計画環状第四号線沿道高輪地区地区計画を次のように決定する。 

名      称 環状第四号線沿道高輪地区地区計画 

  位      置 ※ 港区高輪三丁目地内 

     面      積 ※ 約２．９ｈａ 

地 区 計 画 の 目 標 

本地区は、環状第４号線の沿道北側に位置し、都営浅草線高輪台駅、JR 品川駅も近く、交通利便性の高い住宅市

街地である。本地区中央には南北に連なる武蔵野台地の崖線があり、崖上となる西側は集合住宅を主体とした土地

利用、崖下となる東側は公園と戸建住宅を主体とした土地利用となっている。地区内は、高低差が大きく、道路が

十分に整備されていないため、交通ネットワークや安全性、防災性が課題となっている。一方で、地区の東側にあ

る放射第１９号線及び西側にある補助第１４号線の沿道は、商業、業務及び住宅等による複合的な土地利用がなさ

れている。今後、本地区は、環状第４号線の整備や品川駅西口地区などのまちづくりによって、周辺を含めた街並

みの変化が見込まれるため、良好な住環境の保全に努めるとともに、環状第４号線沿道については建物の建替えに

合わせて、周辺環境と調和した幹線道路沿道にふさわしい土地利用の誘導を図る必要がある。 

本地区は、港区まちづくりマスタープラン(平成２９年３月改定）において、北側は「まとまった良好な住宅市街

地」、南側は「業務・商業・文化・交流施設を中心とした市街地」を誘導していくエリアに位置づけられ、三田・高

輪地区まちづくりガイドライン(平成３０年５月策定)においては、環状第４号線沿道エリアとして、「緑と文化が

重なり合う環境を土台に、将来に向けたまちづくりの検討を促進するエリア」に位置づけられており、「落ち着きの

ある居住環境の保全と多様な都市機能が集積する市街地の形成」に取り組むこととしている。 

また、環状第４号線は、東京都防災都市づくり推進計画（令和２年３月改定）において「一般延焼遮断帯」に位

置づけられている。 

さらに、本地区は、港区まちづくり条例に基づき登録されている環四沿道（高輪三丁目）地区まちづくりビジョ

ン（令和２年１０月登録）において、「安心で快適な生活と、まちの賑わいが共存し、発展していくまち」をまちづ

くりの理念として、次の項目を目標としている。  

１ 賑わいづくりなどのまちの発展の中で、安心で快適な住環境が維持できるよう、幹線道路沿いにふさわしい

まちの姿を創造していく。 

２ 緑豊かな崖線の保全に加え、地域に受け継がれてきたみどりや景観などを守り、次世代に継承していく。 

３ 地域の安全・安心を確保するため、安全な歩行空間の確保や防災体制を確立する。 

４ 自らが主体となって、良好な環境で住み続けるための、継続的な活動に取り組む。 

以上のことから、本地区は、地域住民の利便性及び安全性を確保するための生活道路ネットワークの形成並びに

防災性の向上を図り、環状第４号線沿道においては、幹線道路沿道にふさわしい土地の高度利用及び都市機能強化

を促し、周辺市街地と一体となった段階的なまちづくりを見据え、商業、業務及び住宅等を中心とした複合市街地

を形成し、沿道北側に広がる住宅市街地においては、緑の保全や歴史・文化に配慮した落ち着きのある住宅地を保

全し、環状第４号線沿道の複合市街地と沿道北側の住宅地が調和したまちづくりを推進する。 
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区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
方
針 

土 地 利 用 の 方 針 

環状第４号線の整備と周辺地区の開発を踏まえ、にぎわいのある複合市街地を形成し、良好な住宅地との調和を

図るため、土地利用の方針を次のように定める。 

１ イ地区 

崖線の緑を可能な限り保全しつつ、幹線道路沿道にふさわしい土地の合理的かつ健全な利用を促進するととも

に、沿道建築物の不燃化による延焼遮断帯機能の強化及び後背地の居住環境に配慮した生活利便施設等の商業、業

務及び住宅機能が調和したにぎわいのある複合市街地としての土地利用を図る。 

【イ－１地区】 

環状第４号線の沿道にふさわしい土地の合理的かつ健全な利用を促進し、商業、業務等による利便性の増進やに

ぎわいの創出を図るとともに、ゆとりのある歩行空間の創出及び沿道建築物の不燃化による延焼遮断帯機能の強化

を図る。 

【イ－２地区】 

歴史ある寺院と幹線道路沿道の街並みと調和した、風格、にぎわい、文化が重なり合う魅力的な街並みや居住環

境の形成を図る。 

２ ロ地区 

高輪公園や崖線の緑を可能な限り保全しつつ、低層住宅を主体とした緑豊かで景観に配慮した良好な住宅市街地

としての土地利用を図るとともに、緑地や区画道路を整備し、環状第４号線に沿って高木の植栽帯を設けることに

より延焼遮断帯機能の形成を図る。 

３ ハ地区 

周辺の緑豊かな低層住宅市街地の環境に配慮するとともに、幹線道路沿道にふさわしい土地の高度利用及び都市

機能強化を促し、周辺市街地と一体となった段階的なまちづくりを見据えた、商業、業務及び住宅機能によるにぎ

わいのある複合市街地としての土地利用を図る。 

【ハ－１地区】 

歴史ある寺院につながる参道と高輪公園にも隣接する立地をいかし、周辺の緑豊かな低層住宅市街地の環境に配

慮するとともに、幹線道路沿道と一体となった土地利用を図る。 

【ハ－２地区】 

環状第４号線の沿道にふさわしい土地の合理的かつ健全な利用を促進し、商業、業務等の利便性の増進やにぎわ

いの創出を図るとともに、沿道建築物の不燃化による延焼遮断帯機能の強化を図る。 

【ハ－３地区】 

放射第１９号線の沿道にふさわしい土地の合理的かつ健全な高度利用を促進し、商業、業務等の利便性の増進や

にぎわいの創出を図るとともに、沿道建築物の不燃化による延焼遮断帯機能の強化を図る。 
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区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
方
針 

地区施設の整備の方針 

１ 環状第４号線等との生活道路ネットワークの形成を図るため、利便性やバリアフリーに配慮した安全で快適な

区画道路１号、２号の一部及び４号を整備する。 

２ 地区内の生活道路ネットワークの形成を図るため、細街路の拡幅により整備される道路を区画道路２号及び３

号として位置づける。 

３ 品川駅西口地区等商業地との緩衝帯機能や回遊性、防災拠点との結節機能を確保するため、品川駅と直結し、

環状第４号線を横断する歩行者デッキの受け口となる緑地及び歩行者通路を崖線の緑や地形をいかして整備す

る。 

４ 地区内外に渡る既存の崖線の緑をいかし、周辺の緑と連携した緑のネットワークを形成するため、斜面緑地を

保全する。 

建築物等の整備の方針 

１ 周辺地区に配慮した良好な複合市街地を形成し、住宅地との調和を図るため、建築物等の用途の制限を定め

る。 

２ 敷地の細分化を防止し、良好な都市環境の形成を図るため、建築物の敷地面積の最低限度を定める。 

３ 良好な歩行者環境の形成や、環状第４号線沿道の環境に配慮した街並み形成を図るため、壁面の位置の制限及

び壁面後退区域における工作物の設置の制限を定める。 

４ 周辺住宅地への配慮と良好な景観を誘導するため、建築物等の形態又は色彩その他の意匠の制限を定める。 

その他当該地区の 

整備、開発及び保全に 

関する方針 

１ 都心部におけるヒートアイランド現象の緩和、温室効果ガスの吸収や高輪公園との連続性に配慮し、快適な市

街地環境や良好な都市景観を形成するため、敷地の接道部や建築物の壁面、屋上緑化等を含め、積極的な緑化に

努め、地区内緑化を促進する。 

２ 災害時に道路がふさがれないように、道路沿いの塀は転倒・倒壊しないよう対策に努める。 

地
区
整
備
計
画 

位     置 港区高輪三丁目地内 

面     積 約２．９ｈａ 

地
区
施
設
の
配
置
及
び
規
模 

種   類 名   称 幅   員 延 長 面 積 備   考 

道  路 

区画道路１号※ ６～１６ｍ 約１５５ｍ ― 
新設（エレベーター、 

階段を含む。） 

区画道路２号 ４ｍ 約１００ｍ ― 一部拡幅 

区画道路３号 ４ｍ 約２５ｍ ― ― 

区画道路４号 ４ｍ 約１５ｍ ― 新  設 

緑  地 緑  地 ― ― 約６００㎡ 新  設 

その他の公共空地 
斜面緑地 ― ― 約８００㎡ 既  設 

歩行者通路 ２ｍ 約３５ｍ ― 新  設 
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地
区
整
備
計
画 

建
築
物
等
に
関
す
る
事
項 

地区の区分 

名 称 イ―１地区 イ―２地区 ロ地区 ハ―１地区 ハ―２地区 ハ―３地区 

面 積 約０．７ｈａ 約０．６ｈａ 約１．３ｈａ 約０．１ｈａ 約０．１ｈａ 約０．１ｈａ 

建築物等の用途の制限 

        ※ 

風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（昭和２３年法律第１２２号）第２条第１項各号に掲げる風

俗営業及び同条第５項に規定する性風俗関連特殊営業の用に供する建築物は建築してはならない。 

建築物の敷地面積の 

最低限度 

６０㎡ 

ただし、土地区画整理事

業により換地処分又は仮

換地の指定を受けた土地

について、所有権その他の

権利に基づきその全部を

一の敷地で利用する場合

についてはこの限りでは

ない。 

－ 

１００㎡ 

ただし、土地区画整理事業により換地処

分又は仮換地の指定を受けた土地につい

て、所有権その他の権利に基づきその全部

を一の敷地で利用する場合についてはこ

の限りではない。 

壁面の位置の制限 

建築物の外壁又はこれ

に代わる柱の面は、計画

図３に示す壁面の位置の

制限を越えて建築しては

ならない。ただし、屋根、

ひさしその他これらに類

するものについてはこの

限りではない。 

－ 

建築物の外壁又はこれに代わる柱の面

は、計画図３に示す壁面の位置の制限を

越えて建築してはならない。ただし、次

の各号のいずれかに該当する建築物はこ

の限りではない。 

１ 屋根、ひさしその他これらに類する

もの 

２ 歩行者の安全性や利便性を高めるた

めに設けるもので、環状第４号線に接

続する歩行者デッキ及びこれに設置さ

れる屋根、柱、壁その他これらに類す

るもの 

３ 歩行者の利便性やバリアフリーに配

慮し、安全性や快適性を高めるために

設けるもので、環状第４号線に接続す

るエレベーター及びこれに設置される

屋根、柱、壁その他これらに類するも

の 
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※は知事協議事項 

「区域、地区の区分、地区施設の配置及び壁面の位置の制限は、計画図表示のとおり」 

理由：都市計画道路環状第４号線の道路整備に合わせて、沿道の適切な土地利用を誘導し、良好な複合市街地の形成及び住宅地との調和を図るため、地

区計画を決定する。 

地
区
整
備
計
画 

建
築
物
等
に
関
す
る
事
項 

壁面後退区域における

工作物の設置の制限 

壁面後退部分には、広告

物及び看板、自動販売機

等、交通の妨げとなるよう

な工作物を設置してはな

らない。ただし、以下に該

当する場合にはこの限り

ではない。 

１ 街並み景観の美化、緑

化に資する目的の植栽、

プランターボックス等 

２ 公共公益上必要なもの 

－ 

建築物等の形態又は色

彩その他の意匠の制限 

１ 建築物及び工作物の色彩は、東京都景観計画並びに港区景観計画の色彩基準に適合し、街並み形成に配慮する

など周辺環境と調和したものとする。 

２ 建築物及び工作物の形態又は意匠は、東京都景観計画並びに港区景観計画に適合し、良好な都市景観の形成に

資するものとする。 

３ 屋外広告物の色彩及び形態又は意匠は、東京都景観計画並びに港区景観計画に適合し、地域特性を踏まえた良

好な景観の形成に寄与するような表示・掲出とする。 
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高輪三丁目

京
浜
東

グランドプリンスホテル高輪

東禅寺

高野山東京別院

高輪保育園
高輪児童館

高輪いきいきプラザ

せんぽ東京
高輪病院

高輪台駅

高輪公園

園公の森輪高
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線
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車

線

４車線

４車線４車線
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.２
５

Ｍ

３３.５Ｍ

３
５

Ｍ

１
５

Ｍ

環４

放
１

９

放
１

補
１

４

環４

都市計画道路中心線

都市計画道路境界

都市計画道路中心線と

直交する線

道路中心線と
直交する線

道路境界

道路境界 道路境界

道
路中

心
線

30m

30m 30m

地区施設境界

都市計画
公園境界

都市計画
公園境界

敷地境界

イ地区

ロ地区 ハ地区

イ－１地区

イ－２地区

ハ－２
地区

ハ－１
地区 ハ－３

地区

都市計画道路中心線と直交する線

敷地境界

見通し線

都市計画道路中心線

都市計画道路境界

都市計画道路中心線と

直交する線

道路中心線と
直交する線

道路境界

道路境界 道路境界

道
路中

心
線

30m

30m 30m

地区施設境界

都市計画
公園境界

都市計画
公園境界

敷地境界

イ地区

ロ地区 ハ地区

イ－１地区

イ－２地区

ハ－２
地区

ハ－１
地区 ハ－３

地区

都市計画道路中心線と直交する線

敷地境界

見通し線

凡例

地区計画及び地区整備計画区域

地区区分線

イ－１地区

イ－２地区

ロ地区

ハ－１地区

ハ－２地区

ハ－３地区

30m30m

都市計画公園境界 区画道路中心線と
直行する線

区画道路中心線を
延長した見通し線

区画道路
中心線を
延長した
見通し線

区画道路中心線を
延長した見通し線

区画道路中心線

区画道路中心線

区画道路
中心線

都市計画道路境界

30m

都市計画公園境界 区画道路中心線と
直行する線

区画道路中心線を
延長した見通し線

区画道路
中心線を
延長した
見通し線

区画道路中心線を
延長した見通し線

区画道路中心線

区画道路中心線

区画道路
中心線

都市計画道路境界

30m

調整公図に合わせた

東側道路境界から３ｍ
（道路中心線）

２項道路測量図を下敷きにして
道路中心線を作図

調整公図に合わせた

0 3010 50 100ｍ

0 30ｍ

Ｎ

　東京都市計画地区計画

この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺2,500分の1地形図を利用して作成したものである。（承認番号）（MMT利許第05-K103-9号）
（承認番号）５都市基街都第296号、令和６年２月29日

[港区決定]

Ｓ=1/2,500

　環状第四号線沿道高輪地区地区計画　　計画図１

PC 間で作業互換性を保つため「バージョン CS６」での保存をお願いします。
CC バージョンで作業した際は、「別名で保存→名称変更または上書き→バージョンで【CS６】を選択」して保存して下さい。
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高輪三丁目

京
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放
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放
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補
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凡例

地区計画及び地区整備計画区域

区画道路１号

区画道路２号

区画道路３号

区画道路４号

緑地

歩行者通路

計画図２

斜面緑地

区画道路１号

区画道路２号
区画道路３号

区画道路４号
緑地

斜面緑地

歩行者通路歩行者通路

調整公図に合わせた

東側道路境界から３ｍ
（道路中心線）

２項道路測量図を下敷きにして
道路中心線を作図

調整公図に合わせた

0 3010 50 100ｍ

Ｎ

　東京都市計画地区計画
　環状第四号線沿道高輪地区地区計画

この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺2,500分の1地形図を利用して作成したものである。（承認番号）（MMT利許第05-K103-9号）
（承認番号）５都市基街都第296号、令和６年２月29日

[港区決定]

Ｓ=1/2,500

PC 間で作業互換性を保つため「バージョン CS６」での保存をお願いします。
CC バージョンで作業した際は、「別名で保存→名称変更または上書き→バージョンで【CS６】を選択」して保存して下さい。
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高輪三丁目

京
浜
東

グランドプリンスホテル高輪

東禅寺

高野山東京別院
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ロ地区

イ地区

ハ地区

ロ地区

イ地区

凡例

地区計画及び地区整備計画区域

地区区分線

壁面の位置の制限（０.５ｍ）

計画図３

50cm

都市計画道路境界

壁面の位置の制限

調整公図に合わせた

東側道路境界から３ｍ
（道路中心線）

２項道路測量図を下敷きにして
道路中心線を作図

調整公図に合わせた

0 3010 50 100ｍ

Ｎ

　東京都市計画地区計画
　環状第四号線沿道高輪地区地区計画 [港区決定]

この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺2,500分の1地形図を利用して作成したものである。（承認番号）（MMT利許第05-K103-9号）
（承認番号）５都市基街都第296号、令和６年２月29日

Ｓ=1/2,500

PC 間で作業互換性を保つため「バージョン CS６」での保存をお願いします。
CC バージョンで作業した際は、「別名で保存→名称変更または上書き→バージョンで【CS６】を選択」して保存して下さい。
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地区内道路
（地上部に接続）

歩行者通路１号
（台地部に接続）

歩行者通路２号

歩行者通路９号

緑地２号

緑地３-１号

広場６号

歩行者専用道路
（台地部に接続）

高輪公園

環状第４号線を横断する歩行者デッキ環状第４号線を横断する歩行者デッキ

地区内道路
（地上部に接続）

歩行者通路２号

歩行者通路９号

緑地３-１号

広場６号

歩行者専用道路
（台地部に接続）

凡例

【地区計画及び地区整備計画区域】

【歩行者ネットワーク】

【地区内における歩行者ネットワーク】

【階段、エレベーター】

・品川駅西口地区地区計画は、計画図２－２【デッキ部】
（概ねT.P.+12.0m～14.0mレベル）

T.P. + 13.1mT.P. + 27.1m

T.P. + 10.5m

T.P. + 11.9m

T.P. + 9.5m
T.P. + 7.5m

●●

●

●

● ●

調整公図に合わせた

東側道路境界から３ｍ
（道路中心線）

２項道路測量図を下敷きにして
道路中心線を作図

調整公図に合わせた

0 3010 50 100ｍ

Ｎ

　東京都市計画地区計画
[港区決定]

Ｓ=1/2,500

この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺2,500分の1地形図を利用して作成したものである。（承認番号）（MMT利許第05-K103-9号）
（承認番号）５都市基街都第296号、令和６年２月29日

　環状第四号線沿道高輪地区地区計画　　参考図（方針附図）

PC 間で作業互換性を保つため「バージョン CS６」での保存をお願いします。
CC バージョンで作業した際は、「別名で保存→名称変更または上書き→バージョンで【CS６】を選択」して保存して下さい。
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（

環状第四号線沿道高輪地区の街づくりについて （環四沿道（高輪三丁目）地区まちづくり協議会による地区計画の提案）

１ 地区の概要と背景

本地区は、都市計画道路である環状第４号線の沿道北側に位置し、JR品川駅も近く、交
通利便性の高い地区です。本地区中央には南北に連なる緑豊かな武蔵野台地の崖線があり、
崖上となる西側は集合住宅を中心とした土地利用、崖下となる東側は区立高輪公園と戸建
住宅を中心とした土地利用となっています。また、地区南側の環状第４号線（高輪区間）
は、令和元(2019)年に都市計画道路が事業認可され、周辺の品川駅周辺地区や品川駅西口
地区においては、大規模なまちづくりが進められています。

環四沿道（高輪三丁目）地区まちづくり協議会※（以下「まちづくり協議会」といいま
す。）は、このような周辺のまちの大きな動きを背景に、令和元(2019)年に地域住民等に
より設立され、まちづくりの検討を進められてきました。その後、まちづくり協議会は港
区まちづくり条例（以下「まちづくり条例」といいます。）に基づくまちづくり組織の登
録を受け、地区まちづくりビジョンの登録や地区まちづくりルールの認定を経て、今回、
区に対し都市計画法第２１条の２に基づく地区計画を提案されました。

区は、提案された地区計画の目標に掲げる「地域住民の利便性及び安全性を確保するた
めの生活道路ネットワークの形成や防災性の向上を図り、環状第４号線の沿道の複合市街
地と沿道北側の住宅地が調和したまちづくり」の実現に向け、地域とともに取り組みます。

３ これまでの主な経緯と今後の予定

令和元(2019)年12月 環四沿道（高輪三丁目）地区まちづくり協議会設立
令和２(2020)年１月 まちづくり組織登録（まちづくり条例第８条）
令和２(2020)年10月 地区まちづくりビジョン登録（まちづくり条例第10条）
令和５(2023)年３月 地区まちづくりルール認定（まちづくり条例第11条）

令和５(2023)年12月

令和６(2024)年10月 都市計画決定

※環四沿道（高輪三丁目）地区まちづくり協議会：健全な土地利用を図るととも
に、良好な環境を維持向上することで、当該地域が魅力的なうるおいのあるまち
として発展することを目的に設立された、地域住民等によるまちづくり組織。

２ 位置図

４ 地域主体のまちづくりの推進（まちづくり条例の活用）

地区計画の都市計画提案（都市計画法第21条の２）

【凡例】

道路の区域

地区計画の区域

〇地区まちづくりルール認定 令和５(2023)年

〇地区まちづくりビジョン登録 令和２(2020)年

〇地区計画の提案 令和５(2023)年

①みどりや景観を保全するためのルール
・崖線や街の緑の保全・育成に努める
・歴史と文化の薫る街の景観に配慮する
・風格ある街並みの形成に努める

②環四沿道の賑わいづくりと
快適な住環境の共存のためのルール

・環四沿道のにぎわい形成に努める
・住環境に配慮した店舗営業に努める
・敷地が細分化しないよう努める

地区整備計画
・建築物等の用途の制限
・敷地面積の最低限度
・壁面の位置の制限
・形態又は色彩その他意匠の制限

③道路・交通上の歩⾏者の安全を
確保するためのルール

・狭あい道路の解消に努める
・道路通⾏の障害にならないよう配慮する
・避難経路の確保に努める
・歩⾏者の安全確保に努める

④まちを美しく保ち
環境を向上させるためのルール

・ゴミ出し等のルールを守る
・清掃活動を心掛ける
・道路環境の向上に努める

・地区計画の目標

まちづくりの理念

まちづくりの目標 まちの将来イメージ

区は、地域の発意と合意に基づくまちづくりを推進するため、平成19(2007)年にまちづくり条例を制定
し、地域主体のまちづくり活動を支援しています。

まちづくり協議会は、まちづくり条例を活用し、本地区のまちづくりの検討を進め、認定された地区ま
ちづくりルールの内容を踏まえ地区計画の素案を取りまとめられました。

・土地利用の方針
・地区施設の整備の方針
・建築物等の整備の方針
・開発及び保全に関する方針

・地区施設の配置及び規模

出典：国土地理院撮影の空中写真(令和元年撮影)
（空中写真(国土地理院)を加工して作成）

出典：環四沿道（高輪三丁目）地区まちづくりビジョン

出典：環四沿道（高輪三丁目）地区まちづくりルールより抜粋
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種類 名称 幅員 延長・面積 備考

道路

区画道路１号 ６～16ｍ 約１５５ｍ 新設（エレベーター、階段含む）

区画道路２号 ４ｍ 約１００ｍ 一部拡幅

区画道路３号 ４ｍ 約２５ｍ

区画道路４号 ４ｍ 約１５ｍ 新設

緑地 緑地 － 約６００㎡ 新設

その他の公共施設
斜面緑地 － 約８００㎡ 既設

歩行者通路 ２ｍ 約３５ｍ 新設

５ 土地利用の方針について

環状第４号線（高輪区間）の整備と周辺地区の開発整備を踏まえ、にぎわいのある複合市街
地を形成し、良好な住宅地との調和を図るため、主に３つの特色あるエリアに区分し土地利用
の方針を定めます。

イ地区は崖上の地区で環状第４号線に接しており沿道利用が見込まれる地区、ロ地区は崖下
の地区で環状第４号線の高架部分に面しており、低層住宅を中心とした地区、ハ地区は崖下の
地区で放射19号線（国道15号）と環状第４号線のランプに接しており、高度利用が見込まれる
地区となっています。

緑地のパース図（まちづくり協議会作成） 斜面緑地の一部

環状第四号線沿道高輪地区の街づくりについて（まちづくり協議会による地区計画の提案）

斜面緑地

区画道路２号

区画道路４号

区画道路３号

７ 用途地域等の変更について

６ 地区施設について

Ⅰ．一中高（60％：300％） Ⅰ．近商（80％：400％） Ⅰ．二住（60％：300％） Ⅰ．商業（80％：600％）

Ⅱ．22ｍ第二種高度地区 Ⅱ．35ｍ高度地区 Ⅱ．第三種高度地区 Ⅱ．指定なし

Ⅲ．準防火地域 Ⅲ．防火地域 Ⅲ．準防火地域 Ⅲ．防火地域

Ⅳ．日影規制（3ｈ‐2ｈ） Ⅳ．規制なし Ⅳ．日影規制（4ｈ‐2.5ｈ） Ⅳ．規制なし

Ⅰ．二住（60％：300％） Ⅰ．近商（80％：400％） Ⅰ．二住（60％：400％） Ⅰ．商業（80％：600％）

Ⅱ．24ｍ第三種高度地区 Ⅱ．35ｍ高度地区 Ⅱ．35ｍ高度地区 Ⅱ．指定なし

Ⅲ．準防火地域 Ⅲ．防火地域 Ⅲ．防火地域 Ⅲ．防火地域

Ⅳ．日影規制（4ｈ‐2.5ｈ） Ⅳ．規制なし Ⅳ．規制なし Ⅳ．規制なし

Ⅰ．二住（60％：300％） Ⅰ．近商（80％：400％） Ⅰ．二住（60％：300％） Ⅰ．二住（60％：300％）

Ⅱ．第三種高度地区 Ⅱ．35ｍ高度地区 Ⅱ．24ｍ第三種高度地区 Ⅱ．第三種高度地区

Ⅲ．準防火地域 Ⅲ．防火地域 Ⅲ．準防火地域 Ⅲ．準防火地域

Ⅳ．日影規制（4ｈ‐2.5ｈ） Ⅳ．規制なし Ⅳ．日影規制（4ｈ‐2.5ｈ） Ⅳ．日影規制（4ｈ‐2.5ｈ）

Ⅰ．二住（60％：300％） Ⅰ．商業（80％：600％） Ⅰ．用途地域（建ぺい率：容積率）

Ⅱ．24ｍ第三種高度地区 Ⅱ．指定なし Ⅱ．高度地区

Ⅲ．準防火地域 Ⅲ．防火地域 Ⅲ．防火指定

Ⅳ．日影規制（4ｈ‐2.5ｈ） Ⅳ．規制なし Ⅳ．日影規制

  一中高：第一種中高層住居専用地域

　二住：第二種住居地域

　近商：近隣商業地域

　商業：商業地域

④に合わせ都市計画道
路中心線まで変更

都市計画道路の交差点
から30ｍまで変更

環状第４号線の線形に
合わせて変更

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

凡
例

環状第４号線の北
側30ｍから都市計
画道路中心線まで
変更

環状第４号線から
北側に30ｍまで変
更

②に合わせ都市計
画道路中心線まで
変更

都市計画道路の交
差点から30ｍまで
変更

幹線道路沿道にふさわしい
土地の合理的かつ健全な利
用を促進し商業、業務及び
住宅機能が調和したにぎわ
いのある複合市街地として
の土地利用を図る。

高輪公園や崖線の緑を保全
しつつ、低層住宅を主体と
した緑豊かで景観に配慮し
た良好な住宅市街地として
の土地利用を図る。

幹線道路沿道にふさわしい
土地の高度利用及び都市機
能強化を促し、商業、業務
及び住宅機能によるにぎわ
いのある複合市街地として
の土地利用を図る。

環4沿道
30m

イ地区 ロ地区 ハ地区

緑地
歩行者通路

まちづくり協議会は地区計画の提案と共に、用途地域、高度地区、防火地域及び準防火地域の都市計
画の変更を要請しています。

地区計画の目標である「環状第４号線沿道の複合市街地と沿道北側の住宅地が調和したまちづくりを
推進する」ため、地区計画の決定に合わせ、用途地域等の都市計画の変更手続きを進めます。

出典：「環状第４号線事業の概要（高輪区間）
（東京都都市整備局）」を加工して作成

環４に接する部分
高架部に面する部分 環４ランプに接

する部分

高架上 高架下

区画道路１号

出典：東京都縮尺2,500分の1地形図を加工して作成

出典：東京都縮尺2,500分の1地形図を加工して作成

出典：東京都縮尺2,500分の1地形図を加工して作成 18


